
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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令和６年８月31日現在

転入　１人
出生　１人
転出　１人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

807人
375人
432人
516戸

先月比
1）
1）
0）
2）
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健康いきいき交流会（風船バレー）

月号　No.80810

　９月の敬老月間に入り、本村においても敬老と長寿を祝福し、９月20日、村より敬老祝い金
を交付しました。
　当日は、米寿祝い（88歳）・喜寿祝い（77歳）を役場職員が、また長寿祝い（90歳以上）に
ついては村長がご自宅やいこいの郷デイサービスセンターを訪問し、「今年の夏は暑い日が
続きました。お身体に十分注意して、いつまでもお元気で」とお一人お一人に声を掛け、お祝
いの言葉と共に敬老祝い金を手渡しました。
　これからも健康の保持増進にご留意され、いつまでもお元気で、今後とも長寿を保たれるよ
うお祈り申し上げます。
　なお、今年交付した人数は次のとおりです。

～いつまでも、お元気で～敬老祝い金を交付しました

区　分

喜寿祝

米寿祝

長寿祝

計

男

11

3

14

28

女

9

7

46

62

計

20

10

60

90



　下
北
山
小
中
学
校
体
育
館
に
、
同
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
電
動
昇
降
式
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の

度
、取
り
付
け
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　大
き
さ
は
４
ｍ
×
3.5
ｍ
で
、
今
ま
で

使
っ
て
い
た
移
動
式
ス
ク
リ
ー
ン
の
約

３
倍
の
面
積
に
な

り
、
体

育

館

ス

テ
ー
ジ
上
の
天
井

に
設
置
さ
れ
リ
モ

コ
ン
に
よ
り
昇
降

し
ま
す
。

　今
後
は
、
発
表

会
な
ど
の
行
事
や

学
校
教
育
の
様
々

な
場
面
で
、
よ
り

大
き
な
映
像
が
視

聴
で
き
ま
す
。
ま

た
、
10
月
25
日
に

開
催
予
定
の
「
奈

良
県
へ
き
地
教
育

研
究
振
興
大
会
」

に
お
い
て
も
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

下
北
山
小
中
学
校
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
寄
贈

　「
社
会
奉
仕
の
日
」（
９
月
20
日
）
と

は
、
地
域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と
高
齢

者
の
活
力
を
示
す
た
め
、
全
老
連
が
全

国
運
動
と
し
て
提
唱
し
て
き
ま
し
た
。

　本
村
で
も
、
下
北
山
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
毎
年
恒
例
行
事
と
し
て
計
画

し
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
々
が
、

早
朝
よ
り
国
道
及
び
県
道
・
村
道
の
空

き
缶
・
空
き
瓶
等
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施

し
ま
し
た
。

　年
々
マ
ナ
ー
の
向
上
に
よ
り
沿
道
の

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
を
回
収
し
ま

し
た
。

　こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
訪
れ
た
方
々
に
美
し

い
村
と
い
う
印
象

を
持
た
れ
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　老
人
ク
ラ
グ
会

員
の
方
々
、
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し

た
。

全
国一斉「
社
会
奉
仕
の
日
」

清
掃
作
業
実
施

下
北
山
村
議
会

９
月
定
例
会
を
開
催

令和6年9月
第３回

　
９
月
村
議
会
定
例
会
が
９
月
６
日
か
ら
９

月
12
日
ま
で
の
７
日
間
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
を
挟
み
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
６
日
は
議
事
日
程
と
し
て
、
議
長

の
諸
般
報
告
、
村
長
行
政
報
告
、
議
員
２
名

に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
後
、
議
案
と

し
て
計
画
の
変
更
が
２
件
、
条
例
の
改
正
が

４
件
、
規
約
の
変
更
が
２
件
、
事
務
組
合
の

解
散
が
１
件
、
事
務
組
合
の
財
産
処
分
が
１

件
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
が
１

件
、
教
育
委
員
の
任
命
が
１
件
、
令
和
６
年

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
７
件

が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
２
日
目
の
12
日
に
は
、

初
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決

算
認
定
等
の
９
議
案
に
つ
い
て
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会 

辻
之
内 

勇 

委
員
長
よ
り
決
算

審
査
報
告
が
行
わ
れ
た
の
ち
原
案
の
通
り
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
追
加
議
案
と
し
て
上

程
さ
れ
た
工
事
請
負
契
約
締
結
を
求
め
る
議

案
１
件
が
可
決
決
定
さ
れ
全
て
の
審
議
が
終

了
し
ま
し
た
。

　
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
下
北
山
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

★
下
北
山
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
令
和
６
年
12
月
２
日
よ
り
健
康
保
険
証
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

★
下
北
山
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
所
得
制
限
の
準
用
元
で
あ
る
児
童
扶
養
手

当
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
次
の
２
件
の
土
砂
捨
場
及
び
土
砂
処
分
場

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
計
画
さ
れ

た
国
道
１
６
９
号
前
鬼
か
ら
上
池
原
間
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
伴
う
、
土
砂
受
け
入
れ
を
行

う
た
め
の
条
例
の
改
正
で
す
。

★
大
小
井
向
イ
土
砂
捨
て
場
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

★
コ
モ
谷
土
砂
処
分
場
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
次
の
３
件
の
議
案
は
令
和
７
年
３
月
31
日

に
解
散
を
予
定
し
て
い
る
奈
良
県
広
域
水
質

検
査
セ
ン
タ
ー
の
事
務
の
継
承
、
解
散
、
財

産
処
分
を
進
め
る
た
め
の
規
約
の
変
更
等
で

す
。

☆
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

☆
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
の
解

散
に
つ
い
て

☆
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
の
解

散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

★
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
12
月
２
日
よ
り
現
行
の
被
保
険

者
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で

す
。

★
下
北
山
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
竹
本
容
大
氏
（
下
池
原
）・
森
岡
哲
也
氏

（
寺
垣
内
）・
上
平
保
夫
氏
（
上
桑
原
）
の
選

任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
３
年
で
す
。

★
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
河
村
環
樹
氏
（
下
池
原
）
の
任
命
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公
園
管
理

運
営
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管

理
運
営
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
基
金
の
運
用
状
況

認
定
に
つ
い
て

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　
２
，
７
６
９
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
額

25
億
２
，
６
６
２
万
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出

の
主
な
補
正
の
内
容
は
、
職
員
及
び
任
用
職

員
の
採
用
・
昇
格
等
に
伴
う
給
与
費
の
総
額

３
３
６
万
円
の
増
額
、
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
立
金
４
７
１
万
円
を
含
む
総
額
４
９
５
万

円
の
積
立
金
の
増
額
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
接
種
事
業
費
４
３
４
万
円
、
公
有

財
産
購
入
費
２
０
０
万
円
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園

特
別
会
計
繰
出
金
２
１
２
万
円
、
橋
梁
修
繕

調
査
測
量
設
計
業
務
委
託
２
２
０
万
円
を
含

む
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
で
２
５
０
万
円
、

非
常
備
消
防
費
に
お
け
る
消
防
団
員
退
職
報

償
金
２
０
０
万
円
の
増
額
等
で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
積
立
金
及
び
償
還
金
利
子
等
で
47
万
円
が

追
加
、
一
般
職
普
通
旅
費
他
で
21
万
円
が
追

加
、
そ
の
他
、
診
療
所
移
転
新
築
に
係
る
委

託
料
か
ら
工
事
請
負
費
へ
２
，
１
０
０
万
円

の
予
算
の
振
替
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公
園
管
理

運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
原
材
料
費
に
お
い
て
35
万
円
が
追
加
補
正

さ
れ
ま
し
た
。
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　下
北
山
小
中
学
校
体
育
館
に
、
同
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
電
動
昇
降
式
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の

度
、取
り
付
け
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　大
き
さ
は
４
ｍ
×
3.5
ｍ
で
、
今
ま
で

使
っ
て
い
た
移
動
式
ス
ク
リ
ー
ン
の
約

３
倍
の
面
積
に
な

り
、
体

育

館

ス

テ
ー
ジ
上
の
天
井

に
設
置
さ
れ
リ
モ

コ
ン
に
よ
り
昇
降

し
ま
す
。

　今
後
は
、
発
表

会
な
ど
の
行
事
や

学
校
教
育
の
様
々

な
場
面
で
、
よ
り

大
き
な
映
像
が
視

聴
で
き
ま
す
。
ま

た
、
10
月
25
日
に

開
催
予
定
の
「
奈

良
県
へ
き
地
教
育

研
究
振
興
大
会
」

に
お
い
て
も
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

下
北
山
小
中
学
校
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
寄
贈

　「
社
会
奉
仕
の
日
」（
９
月
20
日
）
と

は
、
地
域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と
高
齢

者
の
活
力
を
示
す
た
め
、
全
老
連
が
全

国
運
動
と
し
て
提
唱
し
て
き
ま
し
た
。

　本
村
で
も
、
下
北
山
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
毎
年
恒
例
行
事
と
し
て
計
画

し
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
々
が
、

早
朝
よ
り
国
道
及
び
県
道
・
村
道
の
空

き
缶
・
空
き
瓶
等
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施

し
ま
し
た
。

　年
々
マ
ナ
ー
の
向
上
に
よ
り
沿
道
の

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
を
回
収
し
ま

し
た
。

　こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
訪
れ
た
方
々
に
美
し

い
村
と
い
う
印
象

を
持
た
れ
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　老
人
ク
ラ
グ
会

員
の
方
々
、
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し

た
。

全
国一斉「
社
会
奉
仕
の
日
」

清
掃
作
業
実
施

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管

理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
き
な
り
の
湯
維
持
修
繕
料
に
お
い
て
３
０

０
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
２
，
６
７
６
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
額

２
億
４
，
７
５
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
補
正
の
内
容
は
、
償
還
金
利

子
等
で
２
，
２
６
７
万
円
、
介
護
給
付
費
準

備
基
金
積
立
金
で
４
１
０
万
円
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

★
令
和
６
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歳　出歳　入

令和５年度 決算 歳入 36億0,370万5千円 歳出 34億5,194万0千円「一般会計と特別会計の総合計」
［前年度決算と比較］　歳入　28億5,306万4千円（7億5,064万1千円の増） 歳出　27億5,790万3千円（6億9,403万7千円の増）

歳入　29億3,616万3千円 歳出　28億2,825万5千円

令和5年度決算につきましては、9月定例議会で承 認されました。その概要について報告いたします。

一　　般 会　　計

下北山村財政健全化判断比率

122,749

121,942

807

124,653

116,122

8,531

96,022

91,397

4,625

15,219

14,665

554

47,534

45,652

1,882

238,269

210,970

27,299

23,096

22,937

159

667,542

623,685

43,857

国民健康保険 診　療　所 簡 易 水 道 池の平公園 スポーツ公園 介 護 保 険 後期高齢者 合　　　計

歳　　入

歳　　出

差 引 額

特別会計 （単位：千円）

－

－

7.3%

－

－

－

7.9%

－

15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

20.0%

30.0%

35.0%

令和４年度数値 令和５年度数値 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率
注）実質赤字比率並びに連結実質赤字比率の数値欄の｢－｣は、黒字のため比率がないことを表しています。
　　将来負担比率については、将来負担すべき実質的な負債がないため、数値欄に｢－｣と表しています。

☆健全化判断比率（法第3条第1項関係）

★資金不足比率（法第22条第1項関係）

－ － 20.0%

令和４年度数値 令和５年度数値 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業
注）数値欄｢－｣は、資金不足額がないことを表しています。

141,594 117,722 23,872

歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　　引

上下北山衛生一部事務組合 （単位：千円）

基金の状況（一般会計分） （単位：千円）

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金

高齢者福祉施設基金

公 共 施 設 基 金

消防団員特別報酬基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

合 計

1,584,190

145,024

183,849

257,803

43,898

61,644

4,174

255,790

2,536,372

令和５年度末
現在高

1,614,386

138,665

604,431

257,203

令和４年度末
現在高

令和５年度末
現在高

44,420

61,344

5,974

243,439

2,969,862

令和４年度末
現在高基金の名称 基金の名称

一般会計（歳入） （単位：千円）

村　税

267,032 1,041,001 22,503 41,206 199,445 60,107 16,208 65,502 698,229 362,800 162,130 2,936,163

地　方
交付税

分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料 国庫支出金 県支出金 財産収入 寄附金 繰入金 村　債 その他 合　　計

一般会計（歳出） （単位：千円）

議会費

31,116 1,288,847 270,612 188,312 129,613 161,914 75,227 299,138 293,275 2,36287,839 2,828,255

総務費 民生費 衛生費 農　　林
水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　　計

消防費 2.7％

その他 0.1％

農林水産業費 3.1％

議会費 1.1％

総務費
45.6％

公債費
10.4％

衛生費
6.6％

教育費
10.6％

土木費
5.7％
商工費
4.6％

民生費
9.5％

歳　出

その他
5.5％

村　税
9.1％

村　債
12.3％

地方交付税
35.5％

県支出金 2.0％

国庫
支出金
6.8％

繰入金
23.8％

使用料及び手数料 1.4％

分担金及び負担金 0.8％財産収入 0.6%
寄附金 2.2％
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　【奈良女子大学連携】　下北山エクステンションセンター定期通信

このように貢献してくださる学生さんや、社会人になっても下北山村を気に
入って来村してくれる方が、また訪れたくなるような村を残していきたいです。

「下北山エクステンションセンター」とは？
2023年11月より、上桑原の『つちのこパーク（旧保育所）』の一室に
下北山村と奈良国立大学機構（奈良女子大学・奈良教育大学）との
相互の教育・研究・事業創生の地域拠点として設立されました。

奈良女子大学特任助教
鈴木　靖子

パリ五輪 日本代表 西亜利沙さん　来村！

奈良女子大学の学生が次々と来村！

昨年度、奈良女子大学の授業「下北山学」を受講した阪本さんが、
社会人となって休暇を利用して、今年も下北山に来村しました！
8/14〜18の滞在中に、村内小学生の夏休みの自由課題である「書道」の
先生として、大活躍！子供たちがどんどん上手く書けるようになっていく
姿を見て阪本先生も感動したとのことでした。

● 子どもたちの夏休みに「書道教室」を開催！

今年度下北山学を受講した学生さんとご友人も来村！
SAGOJO(※)を通じて、きなり館で働いて下さいました。
きなり館の常連さんが「頑張ってね！」と声をかけて下さったことが
嬉しかったとのことです。

● 夏休みを活用して、村内でアルバイト！

(※)「SAGOJO」とは
　　旅人がそれぞれの個性やスキルを活かして旅先で求められる仕事をすることで
　　地域とつながりを持つことを支援する求人サービス。
　　村内では「このま」を旅人の宿として運営している。

７人制ラグビーの女子日本代表（サクラセブンズ）でパリ
オリンピックに出場された西亜利沙さんが、８月に行われた
下北山スポーツ公園での「八尾ラグビースクール」の合宿に
参加するため来村されました。
西さんの出身クラブである「八尾ラグビースクール」は、
毎年８月に下北山スポーツ公園で合宿をしており、西さん
ご自身も小学生の頃から毎年合宿に参加されていたそうです。

下北山スポーツ公園では、サッカー以外にもラグビーや
陸上などの合宿も行われており、スポーツ選手の育成に
役立てればと思っております！

パリ五輪に出場した7人制ラグビー女子日本代表の
西亜利沙さんが来村されました！

「前鬼ブルー」を湛える不動七重の滝までの遊歩道を整備して、
安全に楽しんでもらいたい！

村外の方からの応援をお待ちしております！
クラウドファンディング型ふるさと納税

通常のふるさと納税では、特産品をお礼品として選んで自治体に寄附を
することで、自治体が必要に応じてその寄附金を活用する仕組みです
が、「クラウドファンディング型ふるさと納税」では、プロジェクトを
立ち上げて寄附金の活用用途を明確にしたうえで、それに共感していた
だける方からの寄附を募る仕組みです。寄附をしていただいた方は、通
常のふるさと納税同様、寄附金額に応じてお礼品を選んでいただくこと
が可能です。

「クラウドファンディング型ふるさと納税」とは？

今回のプロジェクトでは、この「前鬼不動七重滝 森林浴歩道」まで下りる階
段の足場を整備し、今後もたくさんの方々に安心して前鬼の自然を楽しんで
もらいたいと考えております。
ぜひ、皆様のご支援をお願い致します！

村外の方の応援をお待ちしています！

募集期間 令和 6年 10月 3日(木) ～ 12月31日(火)

詳細情報 「ふるさとチョイスGCF」のサイト内で
「下北山村」と検索してください。
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た
場
合
に
プ
ッ

シ
ュ
通
知
で
情
報
が
届
き
ま
す
。

　自
宅
や
離
れ
て
暮
ら
す
大
切
な
方
が

お
住
ま
い
の
地
域
の
停
電
情
報
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　停
電
情
報
ア
プ
リ
は
左
記
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
停
電
時
・
関
西
電
力
送
配
電
お
問
い

合
わ
せ
先

電
話
番
号
０
８
０
０
―
７
７
７
―
３
０

８
１
（
通
話
料
無
料
）

※
関
西
電
力
送
配
電
の
公
式
サ
イ
ト
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

h
ttp

s:/
/
w

w
w

.k
a
n

sa
i-td

.co
.jp

/
o
t

h
ers/

teid
en

-a
p
p
li/

■
台
風
接
近
前
の
飛
来
物
対
策
の
お
願

い

〈
停
電
防
止
へ
の
協
力
の
お
願
い
〉

　台
風
発
生
時
に
は
、ト
タ
ン
や
看
板
、

養
生
シ
ー
ト
、
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
等

が
強
風
で
飛
散
し
、
電
柱
や
電
線
に
接

触
す
る
こ
と
で
電
力
設
備
が
被
害
を
受

け
、
停
電
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
大
雨
が
降
る
前
、
風
が
強
く
な
る

前
に
、
し
っ
か
り
固
定
す
る
な
ど
早
め

の
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
物
が
と
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に固

定
す
る
〉

　物
干
し
竿
や
植
木
鉢
、
ベ
ラ
ン
ダ
に

置
い
て
あ
る
も
の
な
ど
も
、
ロ
ー
プ
な

ど
で
固
定
す
る
か
、
室
内
へ
。
ご
み
箱

や
看
板
、
立
て
札
な
ど
は
風
で
飛
ば
さ

れ
や
す
い
の
で
、
室
内
に
し
ま
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
折
れ
た
電
柱
や
切
れ
て
垂
れ

下
が
っ
た
電
線
は
感
電
事
故
を
発
生
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
非
常
に
危
険
で

す
の
で
、
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
11
月
10
日
（
日
） 

午
前
10
時

～
午
後
４
時
30
分

【
場
所
】
奈
良
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
奈
良
市
東
紀
寺
町
二
丁
目
７
番
２

号
）

【
内
容
】
境
界
問
題
、
表
示
登
記
に
関

す
る
相
談
会

【
相
談
料
】
無
料

【
実
施
方
法
】
対
面
（
来
館
）、
電
話
又

は
ウ
ェ
ブ
（
Z
o
o
m
）
に
よ
る

※
事
前
予
約
優
先
（
11
月
８
日
ま
で
に

電
話
に
て
予
約
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　奈
良
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　（
０
７
４
２
―
２
２
―
５
６
１
９
）

全国一斉　不動産表示登記
無料相談会

停
電
情
報
ア
プ
リ
を

　
　
　ご
活
用
く
だ
さ
い

〜
停
電
の
発
生
時
間
、復
旧
見
通
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ
し
ま
す
〜

奈
良
県
最
低
賃
金

時
間
額

　９
８
６
円

令
和
６
年
10
月
１
日
発
効

　奈
良
県
最
低
賃
金
は
正
社
員
の
み
で

な
く
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣

労
働
者
等
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

奈
良
労
働
局
賃
金
室

☎
０
７
４
２

－

３
２

－

０
２
０
６

●
中
小
零
細
規
模
の
事
業
所
の
皆
様
へ

　生
産
性
の
向
上
に
「
業
務
改
善
助
成

金
」
の
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
奈
良
労
働
局
ま
た
は
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

３
６
６

－

４
４
０

奈
良
県
最
低
賃
金
が

　
　改
定
さ
れ
ま
し
た
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台
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で
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や
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に
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で
電
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設
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が
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が
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鉢
、
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も
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も
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か
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や
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は
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で
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で
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内
に
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た
、
折
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た
電
柱
や
切
れ
て
垂
れ

下
が
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た
電
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は
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事
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を
発
生
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可
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性
が
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非
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に
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で
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絶
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に
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で
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い
。
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７
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２
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先
（
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で
に
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予
約
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　奈
良
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　（
０
７
４
２
―
２
２
―
５
６
１
９
）

全国一斉　不動産表示登記
無料相談会

停
電
情
報
ア
プ
リ
を

　
　
　ご
活
用
く
だ
さ
い

〜
停
電
の
発
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し
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し
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す
〜
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最
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賃
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時
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額
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８
６
円
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和
６
年
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１
日
発
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最
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賃
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は
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の
み
で

な
く
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・
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・
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の
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。
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６
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の
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の
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性
の
向
上
に
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の
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。
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０
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４
０
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　９
月
11
日
、
佐
田
公
民
館
に
お
き
ま

し
て
、
桝
井
紋
子
先
生
に
よ
る
「
椅
子

ヨ
ガ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　日
常
生
活
に
も
役
立
つ
筋
肉
を
ほ
ぐ

す
体
操
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
足
を

動
か
す
簡
単
な
運
動
な
ど
を
参
加
者
と

楽
し
み
な
が
ら
実
践
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
椅
子
ヨ
ガ
教
室
終
了
後
は
健

康
い
き
い
き
交
流
会
（
風
船
バ
レ
ー
）

も
実
施
さ
れ
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
な
が

ら
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

•３歳未満：月15,000円

•３歳～小学校修了まで

　第一子・第二子：月10,000円

　第三子以降：月15,000円

•中学生：月10,000円

※児童を養育している方の所得が所得「制

限」限度額以上、所得「上限」限度額

未満の場合には特例給付として月5,000

円を支給。

令和６年10月分（初回支給は令和６年12月を予定）から、児童手当法の改正による制度改正（拡充）

が行われます。

※新たに受給資格が生じる方は申請が必要です

　現在児童手当を受給されている方、及び高校生を養育している過去に児童手当支給実績がある方

には、既に案内を郵送させていただいております。案内が届いていない場合は、下北山村保健センター

までお問い合わせください。

※受給資格者が公務員である場合は職場での受給となります。職場へご申請ください。

※受給資格者が下北山村以外に住民登録している場合、住民登録地へご申請ください。

　ご不明な点などがございましたら、保健センターまでお問い合わせください。

　問合せ先：保健センター　児童手当係　TEL　07468-6-0015

•３歳未満

　第一子・第二子：月15,000円

　第三子以降：月30,000円

•３歳～18歳到達後の最初の年度末まで

　第一子・第二子：月10,000円

　第三子以降：月30,000円

※特例給付は無くなり、受給者全員が上

記の支給額に。

改正前（令和６年９月分まで） 改正後（令和６年10月分から）

中学生

（15歳到達後の最初の年度末まで）

高校生年代

（18歳到達後の最初の年度末まで）

２月、６月、10月（年３回）

※各前月までの４か月分を支給

偶数月（年６回）

※各前月までの２か月分を支給

所得制限限度額、所得上限限度額あり 所得制限なし

18歳到達後の最初の年度末まで 22歳到達後の最初の年度末まで

制度内容の比較

児童手当の制度改正（拡充）について

支給対象

所得制限

手当月額

支 給 月

第三子以
降の

算定対象

椅
子
ヨ
ガ
教
室
を

　
　開
催
し
ま
し
た

　
秋
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
暑
い
夏
も
去
り
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
で
す
ね
。
家
か
ら
出
て
秋

を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
保
健
セ
ン

タ
ー
で
も
様
々
な
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
に
つ
い
て

　
10
月
1
日
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
補
助
を
開
始
し
ま
す
。

　
村
内
・
村
外
に
関
わ
ら
ず
、
予
防
接

種
費
用
の
一
部
に
対
し
助
成
を
し
ま

す
。
対
象
年
齢
に
応
じ
て
助
成
額
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
時
に
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
助
成
額
】

①
0
歳
か
ら
3
歳
未
満

　
１
，
５
０
０
円
（
1
回
に
つ
き
）

②
3
歳
か
ら
小
学
生

　
２
，
５
０
０
円
（
1
回
に
つ
き
）

③
中
学
生
　
２
，
０
０
０
円

④
65
歳
以
上
　
２
，
５
０
０
円

⑤
生
活
保
護
及
び
非
課
税
世
帯

　
２
，
５
０
０
円

※
助
成
額
は
下
北
山
村
診
療
所
、
村
外

で
接
種
さ
れ
て
も
一
律
で
す
。

※
村
内
で
の
接
種
日
程
、
料
金
に
関
し

ま
し
て
は
す
で
に
各
戸
配
布
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

脳
ト
レ
＆
体
操
教
室

　
身
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、
脳
ト

レ
も
同
時
に
行
う
こ
と
で
認
知
症
予
防

に
は
効
果
抜
群
！
ぜ
ひ
一
緒
に
頭
と
身

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
送
迎
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
終
了
後
は
健
康
い
き
い
き
交
流
会

（
風
船
バ
レ
ー
）
を
実
施
し
ま
す
。
動

き
や
す
い
服
装
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
16
日
（
水
）

　
　
　
午
後
1
時
〜
午
後
1
時
40
分

【
講
師
】
松
岡
岳
史
先
生

【
場
所
】
池
峰
公
民
館

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
飲
み
物

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　
芸
術
の
秋
！
皆
さ
ん
の
大
好
き
な
歌

謡
曲
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
音
楽

を
愛
す
る
人
、
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な

人
、
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
日
時
】
10
月
22
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
講
師
】
音
楽
療
法
士
　
福
田 

朝
子

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】
無
料

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
持
ち
物
】
飲
み
物

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

ア
レ
ン
ジ
様
々
！
減
塩
料
理
教
室

　
減
塩
料
理
は
薄
味
に
な
り
が
ち
…
と

考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
減
塩
な
の
に

し
っ
か
り
味
が
つ
い
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
ア
レ
ン
ジ
可
能
な
料
理
で
美
味
し

く
楽
し
く
減
塩
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
ょ
う
！

【
日
時
】
10
月
30
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
管
理
栄
養
士
　
伊
藤 

宏
子

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
】
要
予
約
　
先
着
20
名
ま
で

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク

今
か
ら
始
め
る
！
介
護
予
防
教
室

　「
介
護
」
な
ん
て
ま
だ
先
の
話
で

し
ょ
？
そ
う
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
だ

か
ら
こ
そ
聞
い
て
ほ
し
い「
介
護
予
防
」

の
お
話
で
す
。

【
日
時
】
11
月
１
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
理
学
療
法
士
　
西
田 

宗
幹

【
内
容
】
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト
、
65
歳

〜
74
歳
の
方
向
け
講
話
（
今
か
ら
で

　
き
る
介
護
予
防
）

※
何
歳
の
方
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

お
腹
引
き
締
め
！

ボ
デ
ィ
デ
ザ
イ
ン
ヨ
ガ

　
運
動
す
る
に
は
最
適
の
季
節
！
そ
ん

な
今
こ
そ
夜
ヨ
ガ
で
お
腹
周
り
を
引
き

締
め
て
、
理
想
の
ボ
デ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
講
師
】
ヨ
ガ
講
師
　
桝
井 

紋
子

【
日
時
】
11
月
6
日
（
水
）

　
　
　
午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
問
合
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
　
６
‐
０
０
１
５

健
康
と
長
寿
の
集
い

　
今
年
、
６
年
ぶ
り
に
「
健
康
と
長
寿

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
企
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
ぜ
ひ
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
27
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

【
場
所
】
下
北
山
小
中
学
校
体
育
館

【
送
迎
】
あ
り

※
詳
細
は
回
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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　９
月
11
日
、
佐
田
公
民
館
に
お
き
ま

し
て
、
桝
井
紋
子
先
生
に
よ
る
「
椅
子

ヨ
ガ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　日
常
生
活
に
も
役
立
つ
筋
肉
を
ほ
ぐ

す
体
操
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
足
を

動
か
す
簡
単
な
運
動
な
ど
を
参
加
者
と

楽
し
み
な
が
ら
実
践
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
椅
子
ヨ
ガ
教
室
終
了
後
は
健

康
い
き
い
き
交
流
会
（
風
船
バ
レ
ー
）

も
実
施
さ
れ
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
な
が

ら
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

•３歳未満：月15,000円

•３歳～小学校修了まで

　第一子・第二子：月10,000円

　第三子以降：月15,000円

•中学生：月10,000円

※児童を養育している方の所得が所得「制

限」限度額以上、所得「上限」限度額

未満の場合には特例給付として月5,000

円を支給。

令和６年10月分（初回支給は令和６年12月を予定）から、児童手当法の改正による制度改正（拡充）

が行われます。

※新たに受給資格が生じる方は申請が必要です

　現在児童手当を受給されている方、及び高校生を養育している過去に児童手当支給実績がある方

には、既に案内を郵送させていただいております。案内が届いていない場合は、下北山村保健センター

までお問い合わせください。

※受給資格者が公務員である場合は職場での受給となります。職場へご申請ください。

※受給資格者が下北山村以外に住民登録している場合、住民登録地へご申請ください。

　ご不明な点などがございましたら、保健センターまでお問い合わせください。

　問合せ先：保健センター　児童手当係　TEL　07468-6-0015

•３歳未満

　第一子・第二子：月15,000円

　第三子以降：月30,000円

•３歳～18歳到達後の最初の年度末まで

　第一子・第二子：月10,000円

　第三子以降：月30,000円

※特例給付は無くなり、受給者全員が上

記の支給額に。

改正前（令和６年９月分まで） 改正後（令和６年10月分から）

中学生

（15歳到達後の最初の年度末まで）

高校生年代

（18歳到達後の最初の年度末まで）

２月、６月、10月（年３回）

※各前月までの４か月分を支給

偶数月（年６回）

※各前月までの２か月分を支給

所得制限限度額、所得上限限度額あり 所得制限なし

18歳到達後の最初の年度末まで 22歳到達後の最初の年度末まで

制度内容の比較

児童手当の制度改正（拡充）について

支給対象

所得制限

手当月額

支 給 月

第三子以
降の

算定対象

椅
子
ヨ
ガ
教
室
を

　
　開
催
し
ま
し
た

　
秋
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
暑
い
夏
も
去
り
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
で
す
ね
。
家
か
ら
出
て
秋

を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
保
健
セ
ン

タ
ー
で
も
様
々
な
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
に
つ
い
て

　
10
月
1
日
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
補
助
を
開
始
し
ま
す
。

　
村
内
・
村
外
に
関
わ
ら
ず
、
予
防
接

種
費
用
の
一
部
に
対
し
助
成
を
し
ま

す
。
対
象
年
齢
に
応
じ
て
助
成
額
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
時
に
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
助
成
額
】

①
0
歳
か
ら
3
歳
未
満

　
１
，
５
０
０
円
（
1
回
に
つ
き
）

②
3
歳
か
ら
小
学
生

　
２
，
５
０
０
円
（
1
回
に
つ
き
）

③
中
学
生
　
２
，
０
０
０
円

④
65
歳
以
上
　
２
，
５
０
０
円

⑤
生
活
保
護
及
び
非
課
税
世
帯

　
２
，
５
０
０
円

※
助
成
額
は
下
北
山
村
診
療
所
、
村
外

で
接
種
さ
れ
て
も
一
律
で
す
。

※
村
内
で
の
接
種
日
程
、
料
金
に
関
し

ま
し
て
は
す
で
に
各
戸
配
布
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

脳
ト
レ
＆
体
操
教
室

　
身
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、
脳
ト

レ
も
同
時
に
行
う
こ
と
で
認
知
症
予
防

に
は
効
果
抜
群
！
ぜ
ひ
一
緒
に
頭
と
身

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
送
迎
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
終
了
後
は
健
康
い
き
い
き
交
流
会

（
風
船
バ
レ
ー
）
を
実
施
し
ま
す
。
動

き
や
す
い
服
装
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
16
日
（
水
）

　
　
　
午
後
1
時
〜
午
後
1
時
40
分

【
講
師
】
松
岡
岳
史
先
生

【
場
所
】
池
峰
公
民
館

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
飲
み
物

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　
芸
術
の
秋
！
皆
さ
ん
の
大
好
き
な
歌

謡
曲
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
音
楽

を
愛
す
る
人
、
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な

人
、
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
日
時
】
10
月
22
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
講
師
】
音
楽
療
法
士
　
福
田 

朝
子

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】
無
料

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
持
ち
物
】
飲
み
物

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

ア
レ
ン
ジ
様
々
！
減
塩
料
理
教
室

　
減
塩
料
理
は
薄
味
に
な
り
が
ち
…
と

考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
減
塩
な
の
に

し
っ
か
り
味
が
つ
い
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
ア
レ
ン
ジ
可
能
な
料
理
で
美
味
し

く
楽
し
く
減
塩
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
ょ
う
！

【
日
時
】
10
月
30
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
管
理
栄
養
士
　
伊
藤 

宏
子

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
】
要
予
約
　
先
着
20
名
ま
で

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク

今
か
ら
始
め
る
！
介
護
予
防
教
室

　「
介
護
」
な
ん
て
ま
だ
先
の
話
で

し
ょ
？
そ
う
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
だ

か
ら
こ
そ
聞
い
て
ほ
し
い「
介
護
予
防
」

の
お
話
で
す
。

【
日
時
】
11
月
１
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
理
学
療
法
士
　
西
田 

宗
幹

【
内
容
】
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト
、
65
歳

〜
74
歳
の
方
向
け
講
話
（
今
か
ら
で

　
き
る
介
護
予
防
）

※
何
歳
の
方
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

お
腹
引
き
締
め
！

ボ
デ
ィ
デ
ザ
イ
ン
ヨ
ガ

　
運
動
す
る
に
は
最
適
の
季
節
！
そ
ん

な
今
こ
そ
夜
ヨ
ガ
で
お
腹
周
り
を
引
き

締
め
て
、
理
想
の
ボ
デ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
講
師
】
ヨ
ガ
講
師
　
桝
井 

紋
子

【
日
時
】
11
月
6
日
（
水
）

　
　
　
午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
問
合
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
　
６
‐
０
０
１
５

健
康
と
長
寿
の
集
い

　
今
年
、
６
年
ぶ
り
に
「
健
康
と
長
寿

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
企
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
ぜ
ひ
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
27
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

【
場
所
】
下
北
山
小
中
学
校
体
育
館

【
送
迎
】
あ
り

※
詳
細
は
回
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

R６（2024）.10（　　　） 〈広報　下北山〉 №80811



　南奈良看護専門学校では、南和地域の医療を支える看護師

を着実に養成していくため、

　「特待生制度」の創設を行うとともに「指定校推薦」入学試

験を実施します。

　卒業後、南和地域の医療機関等で看護業務に従事すること

を目指す方については、選考により８人程度が特待生になる

ことができます。特待生に選考されると最大３年間の授業料

が全額免除となります。

や
す

た
ん

と
う

と
う

お
も

し

ご
と

た
い
へ
ん

ぐ

お
やい

し
ん

ふ

に
ん

た
ん

し

ご
と

た
ん

ふ

に
ん

じ

ぶ
ん

と
う

か

じ

き
ょ
うり

ょ
う

り
り
ょ
く

お
も

こ ひ
と

お
も

お
と
こ

し
ん

か
あか

あ
し
ん

ふ

に
ん

ひ

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

田

　中

　公

　敏 
さ
ん
（
佐
田
）

８
月
23
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
82
才

試験区分

指定校推薦

公 募 推 薦

社 会 人

一　　　般

出願期間

令和６年10月18日㈮～
同年10月25日㈮

令和６年11月11日㈪～
同年11月22日㈮

令和６年12月19日㈭～
令和７年１月10日㈮

入学試験日

令和６年11月２日㈯

令和６年11月30日㈯

令和７年１月22日㈬

※いずれの試験区分で受験しても特待生の対象になります。

※出願資格等詳細は、南奈良看護専門学校ホームページで

　ご確認ください。☞受験案内南奈良［検索］

問い合わせ　南和広域医療企業団

南奈良看護専門学校　入試担当

TEL 0747-54-5061

特待生制度を創設します

入試日程

令和７（202５）年度　南奈良看護
専門学校の学生を募集します

高
齢
者
の
交
通
事
故
が

　
　
　
　
　多
発
し
て
い
ま
す
！

　奈
良
県
下
に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故

は
、
８
月
末
時
点
で
14
名
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。

　年
齢
層
で
は
高
齢
者
が
９
名
で
、
状

況
別
で
は
歩
行
中
の
事
故
が
４
件
発
生

し
て
い
ま
す
。

　こ
の
状
況
か
ら
、
警
察
、
自
治
体
、

関
係
機
関
、
団
体
の
協
力
の
も
と
、
交

通
事
故
抑
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
へ

〇
車
の
運
転
手
さ
ん
へ

•
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
人

や
渡
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
き
は
、

必
ず
横
断
歩
道
の
手
前
で
停
止
し
、

歩
行
者
が
安
全
に
横
断
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

•
夜
間
走
行
す
る
と
き
は
、
ラ
イ
ト
を

上
向
き
（
ハ
イ
ビ
ー
ム
）
に
切
り
替

駐在さん通信駐在さん通信

　え
、
歩
行
者
の
早
期
発
見
に
努
め
る

と
と
も
に
、速
度
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

•
駐
車
場
で
の
バ
ッ
ク
や
発
進
時
な
ど

は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み

間
違
い
が
な
い
よ
う
に
落
ち
着
い
て

運
転
し
ま
し
ょ
う
。

•
二
輪
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
速
度

を
出
し
過
ぎ
ず
、
ゆ
と
り
の
あ
る
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

•
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

〇
自
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

•
自
転
車
で
道
路
を
通
行
す
る
と
き

は
、
車
両
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
守
る

と
と
も
に
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

〇
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

•
早
朝
や
夜
間
に
出
掛
け
る
と
き
は
、

明
る
く
目
立
つ
色
の
服
装
の
着
用

や
、
反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

•
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
急
が
ず

慌
て
ず
、
し
っ
か
り
と
安
全
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

☆
車
の
運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
大

き
な
事
故
を
起
こ
す
前
に
、
家
族
で

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

☆
役
場
職
員
や
警
察
官
が
、
電
話
で
銀

行
の
口
座
や
残
高
を
聞
く
こ
と
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
電
話
口
で
の
お
金
の
話
が
出
れ
ば
詐

欺
と
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
れ
ば
、
決
し

て
１
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
緊
急
の
場
合
に
は
、
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

全
国
地
域
安
全
運
動
！

　安
全
安
心
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
住
民
や
業

者
、
自
治
体
、
防
犯
協
会
、
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
う
自
主
防
犯
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪
予
防
・

社
会
を
挙
げ
て
の
安
心
感
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】

　10
月
11
日
～
10
月
20
日
の
10
日
間

　地
域
ぐ
る
み
で
・
近
隣
住
民
一
丸
と

な
っ
て
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

　10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す
。
浄

化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚

水
を
処
理
す
る
装
置
で
す
の
で
、
微
生

物
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う

に
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
保
守
点

検
、
清
掃
、
法
定
検
査
に
分
か
れ
ま
す

が
、
浄
化
槽
法
で
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

常
日
頃
か
ら
維
持
管
理
に
努
め
て
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　管
理
を
疎
か
に
し
ま
す
と
、
川
の
水

質
汚
濁
や
周
辺
住
民
の
方
に
ご
迷
惑
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
放
流
水
が
汚

か
っ
た
り
、
悪
臭
が
す
る
な
ど
の
異
常

を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ぐ
に
専
門
業

者
ま
た
は
住
民
課
に
お
知
ら
せ
願
い
ま

す
。 浄

化
槽
は
維
持
管
理
が
大
切
で
す
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　南奈良看護専門学校では、南和地域の医療を支える看護師

を着実に養成していくため、

　「特待生制度」の創設を行うとともに「指定校推薦」入学試

験を実施します。

　卒業後、南和地域の医療機関等で看護業務に従事すること

を目指す方については、選考により８人程度が特待生になる

ことができます。特待生に選考されると最大３年間の授業料

が全額免除となります。
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ょ
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と
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田
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さ
ん
（
佐
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）

８
月
23
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
82
才

試験区分

指定校推薦

公 募 推 薦

社 会 人

一　　　般

出願期間

令和６年10月18日㈮～
同年10月25日㈮

令和６年11月11日㈪～
同年11月22日㈮

令和６年12月19日㈭～
令和７年１月10日㈮

入学試験日

令和６年11月２日㈯

令和６年11月30日㈯

令和７年１月22日㈬

※いずれの試験区分で受験しても特待生の対象になります。

※出願資格等詳細は、南奈良看護専門学校ホームページで

　ご確認ください。☞受験案内南奈良［検索］

問い合わせ　南和広域医療企業団

南奈良看護専門学校　入試担当

TEL 0747-54-5061

特待生制度を創設します

入試日程
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。
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９
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。
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取
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が
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。
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ま
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ょ
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朝
や
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間
に
出
掛
け
る
と
き
は
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明
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く
目
立
つ
色
の
服
装
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着
用

や
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を
活
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し
ま
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う
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路
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は
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と
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を
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車
の
運
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に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
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な
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を
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、
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で

運
転
免
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に
つ
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て
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を
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☆
役
場
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や
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官
が
、
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行
の
口
座
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残
高
を
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く
こ
と
、
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を
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る
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と
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に
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ま
せ
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。

☆
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口
で
の
お
金
の
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が
出
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ば
詐

欺
と
疑
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少
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で
も
不
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に
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じ
れ
ば
、
決
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て
１
人
で
判
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せ
ず
、
家
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や
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全
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を
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感
で
き
る
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、
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、
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の
安
心
感
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】

　10
月
11
日
～
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一
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と
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、
連
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取
り
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で
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き

ま
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ょ
う
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日
は
浄
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の
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で
す
。
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物
の
働
き
を
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用
し
て
汚
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を
処
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す
る
装
置
で
す
の
で
、
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し
や
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い
環
境
を
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つ
よ
う

に
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持
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を
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う
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と
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す
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槽
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は
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掃
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に
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れ
ま
す
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そ
れ
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定
期
的
に

実
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す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
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い

ま
す
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民
の
皆
様
に
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ま
し
て
は
、

常
日
頃
か
ら
維
持
管
理
に
努
め
て
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　管
理
を
疎
か
に
し
ま
す
と
、
川
の
水
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汚
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や
周
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民
の
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に
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迷
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る
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と
に
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す
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、
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る
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ど
の
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常

を
発
見
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た
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き
は
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直
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に
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業
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た
は
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民
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に
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願
い
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す
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槽
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持
管
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す
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和６年 （2024）

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和６年８月31日現在

転入　１人
出生　１人
転出　１人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

807人
375人
432人
516戸

先月比
1）
1）
0）
2）

（－
（－
（±
（－

健康いきいき交流会（風船バレー）

月号　No.80810

　９月の敬老月間に入り、本村においても敬老と長寿を祝福し、９月20日、村より敬老祝い金
を交付しました。
　当日は、米寿祝い（88歳）・喜寿祝い（77歳）を役場職員が、また長寿祝い（90歳以上）に
ついては村長がご自宅やいこいの郷デイサービスセンターを訪問し、「今年の夏は暑い日が
続きました。お身体に十分注意して、いつまでもお元気で」とお一人お一人に声を掛け、お祝
いの言葉と共に敬老祝い金を手渡しました。
　これからも健康の保持増進にご留意され、いつまでもお元気で、今後とも長寿を保たれるよ
うお祈り申し上げます。
　なお、今年交付した人数は次のとおりです。

～いつまでも、お元気で～敬老祝い金を交付しました

区　分

喜寿祝

米寿祝

長寿祝

計

男

11

3

14

28

女

9

7

46

62

計

20

10

60

90
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